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ど
こ
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ん
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蕊
ダ
ノ、

ノ、

ノ、

ノ、

鎧
JDh L 邑旦 で 上丸

Iノングヘ登る時は､手前のロー
うえ 恥

プぎわで＋の上を押す。おりる
ど3 Aいで ざ』引浮Lh

呂旦 ･ 言

時は、相手が潮外にいる時、手
しダニ 加

箭のロープぎわで+の下を押せ

α逃
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す
か
あ

一キエー

一

F一

－
－

廷

『（

n～ざ《

、ここ

、
ノ ノ

〆

((1
1

，

込

這＝
一二言

、

空手キックは､相手
『dか エー jj

の近くで秀を押そう。

空手キックは､相手
『dか エー jj

の近くで秀を押そう。

罪キ
ヘ
ヘ
ヘ

か
、
物
て

空
手

多

お
き
上
が
り

ざ
ま
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モ
ン
ゴ
リ
ア
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チ
ョ
ッ
プ
の

あ
ら
し嵐

だ
あ
Ⅱ
．

だ
あ
キ
ッ
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鯵
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〃
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相
手
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⑧
を
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そ
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を
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瓦
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兵
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あ
ら
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脳
み
そ

脳 3バル
み 1 セ

そタ I
し

そ
う
で
す

の
う
ｇ

脳
が
切
れ
て
る

唯
や
ぶ
型

隼
に
は

山
う
だ
げ
は
』

脳
へ
の
打
撃
は

そ
う
で
す

の
う
ｇ

脳
が
切
れ
て
る

唯
や
ぶ
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隼
に
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山
う
だ
げ
は
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脳
へ
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撃
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き
く
わ
け
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せ
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き
く
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ア
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）

ﾘ 'jUJ 恥ヨ ェー

組んで、＋左(右)＋④だよ。
ﾘ 'JUJ 恥ヨ ェー

で、＋左(右)＋⑧だよ＝ 〆.
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組合って、
ZD ･ ﾛF み§ エロ D

＋左(右)＋⑭を押せ。

9面きこうIf型 くみ品

凶器攻撃は、組合い
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Ｗ
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Ｆ
Ｗ
Ａ
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２
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エ
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エ
ー

鰹
い
せ
ん
⑱
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ダ
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Ｗ
Ａ
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タ
イ
ト
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マ
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Ｆ兵
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鰭
相
手
を
お
こ
す

…時
は
、

Ａ
い
て
た
山

と

９

湘
手
が
倒
れ
て
る
時

と
Ｌ

近
づ
い
て
、
ｎ
管
奄

お押
そ
う
ね
。

き-l
了う

ノY

:4:4

っ守っ守
己

卜

き
岻
人

１
）
巾
る
い

墓
本
ワ
ザ
は
他
種
類
な
の
だ

③ブレーンバスター
ムh ､ 弓 とｵD 号､

相手が弱っている時て･ないと､
ハロL :晶八

返されてしまうよ。組合って、
希エ エー

＋の上十⑧。

①ローリングソバツト
[と jgA 乃 r

序盤にﾂﾅギにと､ じつに有
二乱 ■■ 弓』 b 』Ⅱ』I

効なワザ。威力はあまり大き
ふ、, で r典ロ エー

〈ないよ。相手近くでAo

③ボディスラム
FpLD ga L2A

グﾒｰジは小さいけど､序盤
睡人 #hZ ~pか

戦やほかの技とのツナギに使
《ムム ピー

える｡組合って⑧

“

⑥パイルドライバー
い可且S Jjjﾙ ﾊ咄 竜 上小

威力は大きいが､相手が弱つ
し 出

てないと持ち上げられないぞ。
[為A Lf守 且

組合って十の下十噂｡

④ハンマースルー
2 』』＄b菅

要するに相手をロープに飛ばす
ｵｮ争 賂 ‘ が1 ﾛﾊ･

技だ。場外で使うとﾌｪﾝｽに
E盈於

ぶつけられる。組合って、＋の
＆』 みう 上= IF令早』 ▲

左か右十B,｡(防御ロープに当
と』 ｴー ビｰ

たった時､④か⑧）

②パンチ
函 ｲ]号

小技だけどバカにて･きないぞ。
J 心

ほかの技とのツナギにはよい。
ﾑ恥智 『.f 上面

相手近くで⑧。
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⑦バツクドロツプ ,,，L 8 B 8J』L世,t
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シ上ﾛト み9 エー

こう。舶苔って+左か右十⑨ンマースルーをかけて(B， ま
日 iL ヒー

たは走って⑧。
いぞ｡箱手をダウンさせてお

ふ エー

いてトップロープに上がり④

(防御⑭または垣)を押す）
卜 1 . ｺ E エー

③ラリアーート …” ＆、
レ

ロープに飛ばして＋の左か右

十⑬。 または､走って黄｡逆
にかけられたらしゃがんでか

ばみぎ上 ｴー ビｰ 』j

わせ。 （防御④か⑧を押す）

⑩ブランチャー
L 』】 B く れjI

E L2 : 監旦

威力は大きいが自爆した時、
｡-ぃ L 上品も､Z､ ふいご

ダメージ大。端外に相手をた【土し
たき鴬し､②を御したまま走
れ。

⑫フライングニードロップ
r か 品1 ﾛ 言

コーとナー近くで相手をダウン
品

させ、 トップロープに上がり
ヒー ↓1呵酔8 ｴｰ

ﾋ 』;

⑧｡(防御⑨または⑧を押せ）
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フ
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プ
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し
て
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Ｗ
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チ
ャ
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え
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グ
レ
ー
ト
プ
ー
マ
と
、

グ
プ
蝿Ｗ

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
に

な
る
の
だ
よ
。瀞

バーフエクトレスラー

グレートプーマ
エフザプルエブ

(FWFチャンピオン）

しAfO＆＋ い＋ すいて10

身長192cm (推定）
たい上IDも すいてい

体重250ポンド(推定）
せい48人が句ひ木向い

生年月日不明
L曲－1L人 士t ，てL､

ベネズエラ出身(推定）
どく いわざ

得意技
L巾つぜ』う わさ

出場レスラーの技を、
ぜ人ぶつか

全部使える、すごいヤ

ツだぜ。

唾

套

M{

Ｉ

、

や

愚
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季

、

だ
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た
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Ｓ
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て
る
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に
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陞品い

Wタイトルマッチに負けた場合、 リターンマッチが、
沖'

できるよ。勝つと、チャンピオンさ1 1
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ロQq
垂巳 再日 匹竺ﾛ ロ 、．F三一 、】 l ロ

盗
み
と
ろ
う
と
は

け
し
か
ら
ん

ヤ
シ
ら
だ

ダ
ル
ト
ス
さ
ま
か
ら

司
遮
身

マ
ド
ゥ
ー
ラ
の
翼
を

４
十盗

み
と
ろ
う
と
は

け
し
か
ら
ん

ヤ
シ
ら
だ
■

あ
わ
て
て

き
が探

す
こ
と
も

あ
る
ま
い

あ
わ
て
て

き
が探

す
こ
と
も

あ
る
ま
い

零1小こ残2
人!'娘鴬る

は

1小こ残2
人!'娘鴬る

は

勺勺

鍋端ロ 乳⑧

盛
『 『

｝

ふ
え

と
う
と
う
１
人
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
あ
… I

ん

迂読

騨
〃
／
〃
／
〃 』
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戊
豈
う
げ
的

戊
豈
う
げ
的

見舞い
つい

か男
つは
た

!？

見舞い
つい

か男
つは
た

!？

私
の
い
う
こ
と
も

且
』

し
巾
ｇ
よ
み

聞
か
ず
修
業
の

吟
心
埼
と
ば

と
中
で
飛
び
出
し

た
ん
だ
か
ら

だ
か
ら

サ
ン
ト
ー

せ
人
せ
い

先
生
Ⅱ

さ
ぞ
か
し

・
甜
皇
＆

い
い
男
を

み見
つ
け
た
ん

で
し
よ
－
ね
Ⅲ

■
Ｆ
■
』
■

１

へ
１
ノ
う
牙

′~、,

蕊
））
／／

~イ

ノ､
／1
（

、 '

膜f＝
之

I…難乳鍔雛彰乞
、

"蕊
ダ
ル
ト
ス
討
伐
の

せ
人
Ｌ
た
ｈ

戦
士
達
は

ぶ
さ
い
く
な
の

ば
か
り
だ
し

今
ぞ
え
つ
③
１
と

猫
も思

っ
た
の
に

ふ
え
～
そ
く
ん
Ⅱ

Ｌ
・
均
で

村
さ
え
出
れ
ば

躯
営
こ

い
ｉ
い
男
に

あ今
写
兄
ず
っ
１
と

猫
も思

っ
た
の
に
…

」

字
０ う？ 〃〃

参一’
私
、

、

＝、
一
》

や
れ
や
れ

そ
ん
な
こ
っ
た

ろ
う
と

お
し思

っ
た
わ

出
会
う
の
は

ま
も
の

魔
物

ば
っ
か
し

出
会
う
の
は

ま
も
の

魔
物

ば
っ
か
し

、
ジ
ハ
）
毒
『
Ｊ
／
①
固
■

い
や
っ
Ⅱ

か
え帰

り
ま
す

湖
鈎
湖
鈎
湖
鈎

″７
千

Ⅱ
７
千

″７
千

Ⅱ
７
千

、の、の、の

蝋

見み何蔭何

せ1？ ！？
て

!！

い
ら
な
い
わ
ね

じ
ゃ
あ

こ
れ
は
も
う

↑
のこ

れ
っ

せ
っ
か
く

ｊ

・

ｑ『

い
い
男
を

Ｌ
Ｆ
１
心
も

紹
介
し
て

あ
げ
よ
－
と

駒

し思
っ
た
け
ど瀞

鎌④
一
『

鯉蝋

灘！ ,〃

蕊 蕊↓
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蕊
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せ
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し
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抑
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ふ
か

城
の
奥
深
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に

と
じ
込
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ら
れ
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い
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蕊
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ア
ク
レ
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お
う
に

王
子
よ

じ
ょ
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の
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もり

ステージ1森①
ドピープ手ﾉﾏｰジｰｷｷクラドピｰブ十一 ノマージ

ﾜ､軍、 FVへ~… や

一 …
一 一

r6.警
棒K函韓

一

1
お
う
じ

王
子
さ
ま

ま
っ
て
て
ねね

，
－今行

き
ま
す

わ
ん

品
い

『

愛
は

あ
ら
ゆ
る

Ｌ
小
人

試
練
を

こ
え
て
… る

＝

』|’ 9 グ
蕊

ノ グ〆

、

いｰ

ノ

４

で

里敵
キ
ャ
ラ
の
パ
ワ
ー
錘
３

鉾
い

（
）
内
は
ル
シ
ア
が
う
け
る

ダ
メ
ー
ジ
。

獄
二シガー

80(80)

キクラ

80(80)

ドピープ

100(100）

ノマージ

200(30)

’



必勝ﾃｸﾆｯｸ完ペキ版画

トトキ
一
Ｗ
“

ブ
ー
ツ
だ
わ

キ
一
Ｗ
“

ブ
ー
ツ
だ
わ 16

一

そ
れ
を
は
く
と

ス
ピ
ー
ド
と

叩
ェ
亡

ジ
ャ
ン
プ
カ
が

ア
ッ
プ
す
る
の

よ
側 れ

を
は
く
と

ビ
ー
ド
と

叩
ェ
亡

ヤ
ン
プ
カ
が

ツ
プ
す
る
の

聞
か
ず
に

と
尾

飛
び
出
す
ん

だ
か
ら

聞
か
ず
に

と
尾

飛
び
出
す
ん

だ
か
ら

せ
人
せ
い

先
生

永
く
ｊ
っ

０
０

あ
ち
こ
ち
の

へ
や

部
屋
に

ア
イ
テ
ム
が

あ
る
の
よ

ア
イ
テ
ム
で
も
一

な
き
ゃ

ま
肱
う

お
ま
え
の
魔
法
の

阿
身
危力

だ
け
じ
ゃ

た
よ
り
か
ア
、
つ
ぺ

て
良

残
ら
ず

あ
勺集

め
る

こ
と
ね

訓弓 へ

り．

へ

り．
｡

ハハ

ーヘ

ー峰一
L－ 二

〃

め
ん
ど

く
さ
い
な
Ｉ

；

癖譜

蛾F

はしごなどを登る。
エー

⑧ボタン

操
作
方
法

ﾘ鰐I

左

どをお

しや

）
はしごな

I
スタート･ボタン／

セレクト ･ボタン
せAたく

oマジック･アイテムの選択
2 I1う 二9

oゲームスタート
『‘ゆり 〃

○ゲーム中に押せば、
1 1＄ぅ

魔法セレクトモード。

（魔法セレクトモードの時）
郭

○このボタンを押しながら、

スタートすると、コンティ

ニュープレイ。

あ
ら

と
。
ｘ

こ
ん
な
所
に

へ
や

部
屋
が
…

3

k

を
腱何か

し
ら
…

”



レベル
2

レベル
3

マジック
バワー

レベル
1アイテム マジック･アイテム

ダ風 スピード

ジャンプ労アップ
ソードブーツ 20010 100

〃尋
たいりI ＆〈 r＆も呼人

体力の上限アップ

500 フレーム･ソードつぼ 200 1050 100

園 ○
マジック・パワーの

rEうtゾ人

上限アップ

500
まほうしよ

魔法書 マジック･ボム 2080 10020

⑦ ⑦
上いI11〈

体力アップ
か

果
じつ

実 バウンド･ボール 100 1050 200500

"幾
巻物

6マジック･パワー
ァップ

500 シールド 15010 10 10

／昼
賭10

時I もⅡ4

紫:ﾋｯﾄ ･ボｲﾝﾄ上限ｱｯブ100

幕：ヒット ・ボィントァップ 1m
時』ﾔﾄ74

黄：マジック･ポイント上限アップ1的

替:マジック･ポイントアツプ 100

<すり

薬ピン スマッシヤー 100500 800 1000

●
｜ ドア ｜

『~~M藥蝋
|■■■■|「 “．

’･ｱｲﾃﾑ甑屋

群:蔑駕.憎＝
[。何もない部屋

D｡"-

鯛ゞ蕊募

フラッシュ 720 500480240

1’
がめんひよう じ み

画面表示の見かた
lr人ざL1 たいIjl 〈

現在の体力

マジック･アイテム

（セレクトモード
と§

の時のみ）

げ人さい

現在のマジック・

パワー□-一丁
FA

体力の上限 撹巻の休労
／ 一一〆／

織÷'二斗一
l『人ざ1.

現在のマジック

パワー

》
手
マ

』一一
一

ケ

、
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ノ

、
、〃

髭
グ
。

》
》
》
函
》
》
》

》
》
》
》

マジック･パワーの
L Ⅱ T 3rA

上限
L■

に入れた

ジック･アイテム
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必勝ﾃｸﾆｯｸ完ペキ版四

ま
し
鋤

魔
物

だ
け
か

,､こ

中の

0

一二

詞r(0

奥
に
ド
ア
が

あ
る
で
し
よ

じ
ゃ
あ
〆
似
州

ど
う
し
て
も

ぬ
た
か戦

わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
の
ね

魔
物
が
守
っ
て
る

へ
や

部
屋
に
は

だ
い
じ
曲
ざ

大
事
な
鍵
が

あ
る
の
よ
の
よ

力

塾一 園
ロ 1

ま
あ

こ
れ
く
ら
い
の

ヤ
シ
な
ら
…

元
い
つ
Ｗ
“

ホッペグ
バイタリティ300

ダメージ 250

行

雪
☆7

馨馨
Ｉ

刷

一
』
勺
』敵

キ
ャ
ラ
の
パ
ワ
ー
数

心
い

（
）
内
は
ル
シ
ア
が
う
け
る

ダ
メ
ー
ジ
。

ニュール

100(200）

スパジャン

30(80）

アイモン

100/(100/300）
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ステージ2森②

夛鞄ﾗ十分灘十二ｼカー+ｱｲﾓﾝ

※～ 子、 ←
戸幸 ざへ再Vへ

－

－

エー

④
蔀 一

一～

一

鍵鍵灘繍鶏議議蕊識
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～ 〒 一

一

一 ～ ~~
～
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一
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、

＝子

副躍護灘 斑斑

議鍵鍵鍵鍵蕊
↓ ↓
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ドー ﾆﾕｰﾙ ＋1
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錘
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二
連

' '|グワ
ー
プ
・

ド
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17こ

足?れ
11で

17こ

足?れ
11で

ブ
ー
ツ

だ
わ
Ⅱ

み

・

一
一
一
一

画
砧
亘
壼

一
二

一
屋

鋤り ア

章

屋

0ノ明
｡ｰ

／

雲

W さ
つ
き
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《
ｒ
恥
星

湖
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て
る

わ
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曲
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ド
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が

毒

き
ゃ
あ
あ
っ
Ⅲ
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I
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Ｏ
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⑮し
、

あ
っ
て

た
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か
っ
た

I
～
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必勝ﾃｸﾆｯｸ完ペキ版画
こ
の
ス
テ
ー
ジ
の

ア
イ
テ
ム
は

ブ
ー
ツ
だ
け
じ
ゃ

な
い
の
よ

み

，

允何
で
す

か
あ

せ
人
せ
い

先
生

琴琴 α
學

３

匹

α
學

３

匹

寒寒

ア
イ
テ
ム
が

な
い
と

あ
と
で

垂
」
◆
《困

る
わ
よ

力辿

あ
っ
た

あ
っ
た
Ⅱ

I
鰯姻9"／

／", ， §蝋I

７

／ （リ

AII

＝

＝3劃一雪
。
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

f恋

＝与一"
一

は
あ
く
く
～
ｌ
く
い

ト

I'
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ

こ
れ
で

い
い
ん
で
し
よ

"必

1

（
鋒 域

の
鶴
ぐ穏 ３

鱒

41
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ステージ3地下①

園スタート

園ゴール

、ﾜｰプドｱ／⑥アイテム
唖ﾙｰﾑドア齢ポｽのいる部屋へや
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必勝ﾃｸﾆｯｸ完ペキ版画
巾
た
し
く
り
吻
ど
勺
又

私
暗
い
所

催
い大

き
ら
い

く

り

吻

ど

勺

又

暗
い
所

ら
い

こ
ん
ど
は

ち
か

地
下
かかど

は

欄
I

NN

I

兇
I

、

－：
″

ニ
ュ
ー
ル
の

か
た

や
っ
つ
け
方

／
Ｉ
心

しゃがんで､しば

らくまつと、ニュ
ひとゆた2司

一ルは一塊になる

ので･･･

しゃがんだまま､
LpFoW§

そこを一撃!！

ニュールは立っている
ともぷ nｶ曲

ルシアの顕部を狙って

くるので…
ｽﾃｰジ3 1には出て

こないん運けど｝’
R

’

l
数寺

フィレ

350(250)

ペラスカル

250(200)

カグズール

1920(600）

ジョイライマー

1920(600）

43 （ ）閃はﾙｼｱがうけるダﾒｰジ。
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一
一
一
一
二
参

』〃

壜
』ぞ

4

，
、

7 1

あ
ら
っ
〃

あ
ら
っ
〃

一
雪

‘

農
一

二7

参差 4
／
〃

ノ

１

星雲~ｼご雲＠…
、

ここ~Z

役
ｳｰ”ん

；ﾐ意ミ
ノ

弓

倉、

ま
ほ
う

・
マ
ジ
ッ
ク
・
ア
イ
テ
ム
で
、
魔
法

お
こ

を
行
な
う
に
は
、
マ
ジ
ッ
ク
・
パ

ひ
う
よ
う

ワ
ー
が
必
要
で
す
。

ひ
勺
よ
う

・
必
要
な
パ
ワ
ー
は
、
ア
イ
テ
ム
に

同
か

よ
っ
て
違
い
ま
す
。

ひ
つ
よ
う
す
う
じ
す
ぐ

、
パ
ワ
ー
が
必
要
な
数
字
よ
り
少
な

つ
か
‐

い
と
、
ア
イ
テ
ム
は
使
え
ま
せ
ん
。

力
い
‐
ず
、

・
マ
ジ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
を
回
復
す
る

ま
凡
》
０
恥
の
く
す
叩

に
は
、
巻
物
、
薬
ピ
ン
な
ど
が
、

ひ
つ
よ
み
，

ザ
■
弗
典

必
要
で
す
。
命
ぺ
Ｉ
ジ
の
表
を
見
て
ね
）

っ
て
幸
フ
い
こ
う

好
い
と

大
事
な
こ
と
は

は
や早

く

れ
し教

え
て
よ
Ⅲ
◇

マ
ジ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー

魁
侭

｜

’
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ま
き
も
の

巻
物
の

お
か
げ
で

か
い
ふ
く

回
復
し
た

ま
き
も
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巻
物
の

お
か
げ
で

か
い
ふ
く

回
復
し
た

フ
レ
ー
ム

ソ
ー
ド
の

い
り
よ
く

威
力
を
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よ
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必勝テクニック完ペキ版四

何fこ
かれ
しは
ら

‘I
0

‘I
0

‘I
0

姉姉

蹄

鰯 勲，

,|’ﾉイ
&靴

筵
↓

'1,,1

剛,11

零
罐

〃

戸

砂ー
‐

し－，‐二・も■

しづ

鯛
子
に

ｖ乗
っ
て
る
と

か
ん
じ
ん
な

’
こ
ぬ
』時

に
パ
ワ
ー
が

な
く
な
る
よ

鯛
子
に

ｖ乗
っ
て
る
と

か
ん
じ
ん
な

’
こ
ぬ
』時

に
パ
ワ
ー
が

な
く
な
る
よ

そ
う
で
し
た

そ
う
で
し
た

Ｉ
Ｉｌ

ｌ

qH
－．弓

（
）
内
は
ル
シ
ア
が
う
け

る
ダ
メ
ー
ジ
。
つ
●

亭
、
Ｑ
』敵
キ
ャ
ラ
の
パ
ワ
ー
数

ボスバイド

2560(800）

プニョン

2560/1280/640

(900/500/200)

バイフオース

2560(800)

ダルトス

2560(950）
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く
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Ｉ
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く
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〃
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ル
シ
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〃
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、
●
●
や
■
●
①

が
ん
ぱ
る
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よ

ル
シ
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・
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王
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ま
っ
て
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可
・
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４
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寺
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』
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r
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r
l
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吟
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ま
た
魔
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恥
午

部
屋
か
し
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．

吟
エ
日
邑
口
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魔
物
の

し
ら
．

ま
ず
い
な な
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ｒ７

行
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〕
一
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風
い
い
甦

み
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ボ
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。
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Ｑ
ゆ
ぅ
す
く

ら
、
地
球
を
救
う
オ
ー
ラ

み
ち

パ
ワ
ー
へ
の
、
道
し
る
べ

だ
っ
た
の
だ
。
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。
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Ｑ
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冒
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右
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が
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テ
ム
が
、
入

っ
て
い
る
。

と
・
ワ

ヘ
や

ギ
ゼ
の
洞
く
つ
①
の
部
屋

ほ
こ
ら既

鹿
■

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
・
』
一
一

１
－

句

】
一 土

点
う
化
１

局
封
じ
の
玉

一
座
騨
麻
ア
イ
テ
ム
｜

ぐ
す
叩

く
シ
ビ
レ
薬
〉團

言
き
い
勺
で
い
上
か
人

敵
を
一
定
時
間
、

弗
な金

し
ば
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

上
ふ
う
た
ま

く
魔
封
じ
の
玉
〉

③
て
品
ご
ふ
、
う
こ

敵
を
封
じ
込
め
、

ば
力
Ⅷ

破
壊
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｌ
ｆ
う

く
バ
ル
バ
の
至
宝
〉

錦
こ
れ
を
取
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Ａ
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。
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入
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Ａ
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入
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Ⅱ
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必勝ﾃｸﾆｯｸ完ペキ版四

エリアフ

雛い
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こ
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し
て

と

ビ
ト
ル
を
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れ
Ⅱ

…~

霊
掌
＝

懲

一

澤

蜜
ｇ
い
ろ
い
わ

黄
色
い
岩
を
プ
ラ
ス

こ
う
Ｗ
色

タ
ー
攻
撃
す
る
と
、
ピ

し
ゆ
つ
Ｆ
７
年

ト
ル
が
出
現
す
る
ぞ
Ⅲ

あ
か
て
ん
め
つ

エ
イ
ム
が
赤
く
点
滅

か
ぺ

す
る
壁
に
、
ブ
ラ
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タ
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こ

’
を
撃
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込
も
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Ⅲ
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懲

霊お
か
し
い
わ
れ

さ
さ

も
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と
先
か
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て
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ぜ
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ど
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入
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Ⅱ
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っ
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ひ
え
え
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う
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２
周
目
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う
げ
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撃
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Ⅲ
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Ⅲ
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必勝ﾃｸﾆｯｸ完ペキ版画

エリアB

ピ
ト
ル
を
取
っ
て

か
く
ど
つ

確
実
の
ク
リ
ア
Ⅱ 蜜バ

イ
ラ
ー
は
、
と
ま

と
島

っ
て
い
る
時
が
、
チ
ャ

ね
ら
う

ン
ス
だ
。
狙
い
撃
て
Ⅱ

■■■■■■■■

よ
く
と
な
り
の

ど
う

９

洞
く
つ
に
気
が

つ
い
た
わ
れ

お
か
げ
で

助
か
っ
た
わ
｝

た
すど

う
い
た
し

ま
し
て
…

篝罰
癖

崖よ
日＝三一一

と

ピ
ト
ル
を
取
っ
た
ら
、

み
ｇ
ど
う
く
つ
す
寸

右
の
洞
窟
へ
進
も
う
。

お
く
で
ぐ
ち

奥
に
出
口
が
あ
る
ぞ
Ⅱ

猫
F･･甜

咄日::

b ,.%

｡'も％

す
こ少

し
見
な
お
し

だ
わ
…

見
な
お
し

だ
わ
…’

春で
〆｡=－4ノ 驚鍵鋸

詮
。

:減醗

で
ぐ
吟
Ａ
Ｆ
ど
勺
く
可
ｇ
０

ｑ
出
口
は
右
の
洞
■
の
先

エ
リ
ア
８
で
、
ビ
ト
ル
を

冬
が
で

探
し
、
手
に
い
れ
て
か
ら
、

エ
リ
ア
７
に
も
ど
れ
ば
、

こ
う
Ⅳ
昼

攻
撃
が
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ど
く
な
ら
す
に

す
む
よ
Ⅱ

は
恥

工
リ
ア
フ
に
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っ
た
ら
す
ぐ
、

し
ょ
う
じ
知
人
■
一

エ
イ
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照
準
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で
、

い
り
ぐ
ぁ

エ
リ
ア
８
へ
の
入
□
を
、

さ
が探

そ
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れ
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ピ
ト
ゾ
ポ
ラ
イ
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連

ば
つ
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発
で
撃
っ
て
く
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ぞ
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は
や
め

早
目
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つ
け
ろ
Ⅱ
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申
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ぽ
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リ
ア
フ
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巳
の
攻
曙
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＆
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つ
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Ⅱ
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ソ
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ソ
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郵
Ⅱ
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や
け
恥
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な
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ル
バ
ル
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な
人
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舳
日
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弓
そ
う
ぴ

何
と
、
最
強
装
備
に
Ⅱ

あ
あ

こ
っ
ち
も
だ

あ
あ

こ
っ
ち
も
だ

し
ゆ

こ
れ
で
３
種

そ
ろ
っ
た
わ

そ
つ
ち
は
Ⅳ

畦
臣
躬
Ⅱ
、
夢
グ
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‐
釧
引
１
座

Ｌ
申
う
め
は
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２
周
目
に
入
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と
、

て
心
ざ
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敵
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が
い
が
、
々
夜
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い
り
ぐ
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入
し
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へ
の
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Ⅱ
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ー
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Ⅲ

播卦3

為
〃
》
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Ⅱ
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エリア10

一
勺
じ
よ
う
、
ス
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ス
カ
の
地
上
絵

ぜ
ん
ぼ
う
は
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け
ん

前
方
に
発
見
Ⅱ
叩

な
ん何

じ
ゃ
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ｈ
″
や
〃

’
識§息熟

ｑ
ソ
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蝋
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ワ
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ペ
人
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ラ
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便
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Ⅱ

気
を
つ
け
て
Ⅲ

つ
し後
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い
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Ⅱ
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言
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劃
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〃

バ
リ
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ド
を
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画
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人
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で
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、

げ
日
は

バ
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を
撃
破
し
ろ
Ⅲ
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元
』
元
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Ⅶ
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バ
ッ
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ザ
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ア
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Ⅱ
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は
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破
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Ⅲ
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て
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ゼ
リ
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中型の要塞
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逃げる時、分裂弾を放つ。

ゆそうしや なか

輸送車の中にエゼが

いるうちにたたこう。
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エリア11
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だ
Ⅱ
叩
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Ｐ
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ｐ
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Ｐ
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０
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Ｐ
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５
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Ⅱ

。

。
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０
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０
０
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Ⅱ
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必勝テクニック完ペキ
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鶏
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Z
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Q$"'#
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はか1
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パ
ー
ケ
ゾ
ッ
バ
ー

サ
鱈､'と〈てん かく

大得点の開れキヤラ
魁 かた

出し方は160ページ。
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６
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ブ
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ー
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Ⅲ

で
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っ
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っ
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Ⅳ

壁
に

喝
心
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伽
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弾
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遊
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、
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白
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Ⅲ
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目
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な
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』
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〃
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ァ
ン
ト
ム
出
現
Ⅱ

ん
何
か

た
だ
よ
っ
て
る
ぞ

桜〃'塁スタート

<、
｡〃

ひ
鱈
リ
う
え
か
く

左
上
の
閲
し
エ
リ
ア
は
、
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０
０
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」’
かく ビー

隠しエリア⑧チャレンジステージ

スーバーザツバー

｡｡｡

‘｡｡
①エIノア12で、ガロフバーラ

ぜ人よばかい

を全部破壊する。
でぐら

②エリア12の出口をよけて、
Tす

そのまま進む。
はい

（エリア12－1に入る）
い局LDP可 でぐち I』も，

③もう一周したら出口へ入る。てん

ウエツブ ’00点
てん

ゾシー ，00点
さ＆ かた

まず、ゾシーだけ先に片づけ、
さい薑 たお

最後にウェッブを倒すと、
て人

10000点1 ！

ねら かた

狙い方は

: ’ －－．、
81&｡ooo
O l

91 ，－－－
フ｜ ‐ 1

1 I
L " ▲・・

凸 卜凸一H1

(エリア12－2にはいる）

ここがスーパーザッパーがあ

るエリアだ。

さらにこのエリアを出ると、
はい

エリア12－3に入る。

ここはチャレンジステージだ。

や

バーケゾッバー
でぐち あ

①エリア11の出口を開けたら
よこ と卿 内 L申うめ はい

横を通り抜け、 2周目に入

る。
じるL し立 お

△印の島にブラスターを落
て人

とす。これで10000点。
L耐め てさ こうげら

ただし、 2周目は敵の攻撃
g

がひどくなるから気をつけ

て。

邑魯

ただしウエッブを先に
たお

倒すと、ゾシーがバラ
せ

バラになって攻めて〈
き

るので、気をつけよ－。

0
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